
現在の段階は
基本計画が策定
されたところ

９月松江市議会
平成２９年度決算を認定

　９月定例松江市議会は、９月５日から
１０月１日までの２７日間の会期で開会さ
れました。今議会は、市長提案の条例の

一部改正案など議案１４件と承認１件、
決算１３件は原案通り議決しました。陳情
１件は不採択となりました。
　補正予算では、一般会計は３億５，３７０
万円余の補正で、防災ガイドブックの更
新、ホーランエンヤを盛り上げる事業な

どを計上しました。
　議員提出議案では、松政クラブが提
案し議会運営委員会総意で提出した意
見書など２件は全員賛成で議決しまし
た。(予算金額や提出議案の詳細は市
ホームページや市報等をご覧ください)

ののうち
まこと

発行： ののうち誠後援会
〒699-0108  松江市東出雲町出雲郷1670

電 話・F A X  0 8 5 2 - 5 2 - 3 1 1 7
Eメール nonouchi＠mable .ne . jp

h t t p : / /www .mab le . ne . j p /~nonouch i /

発行日：2018年10月30日

m a k o t om a k o t o

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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水陸両用機の遊覧飛行

　松江市が誘致した「㈱せとうちSEAPLANES」が、尾道に続
いて遊覧飛行の営業運行を始めました。松江市上宇部尾町の
「なかうみスカイポート」が「水陸両用機」の発着場です。
　誘致に関わり運行状況も確認したくて、8月19日に搭乗し
ました。全90分の松江市中心部や島根半島をめぐる運行はと
ても素晴らしいものでした。皆さんもどうぞご利用ください。

水陸両用機 松江中心市街地

　ＮＰＯ法人かみいとうが主催する「東出雲グローカル・デザ
インベース講座」の現地説明･交流会が、９月８･９日に東出
雲町上意東を中心に開催。この講座は、首都圏に住んでいる
７名を招き、外部目線でこれからの活性化を考えたり設計･提
案をしてもらい、最終にはプ
ランの提案や共に考えたりす
るものです。
　交流人口を増やすと共に
地域活性化を進める取り組
みが始まっています。野々内
は、同ＮＰＯ正会員として交
流会に参加しました。 時間が経つにつれ楽しく交流が深まる

市役所新庁舎の検討が進んでいます

　松江市本庁舎は築後５０年以上経過したことから老朽化が
進み、立地条件の良い現本庁舎での建替えをすることで、検討
が進められています。
　市議会では、「新庁舎建設特別委員会」を設置し、執行部から
の報告を受けつつ、各委員が質問や提言を行ってきました。
野々内も委員として、積極的に発言をしてきました。
　市では、市議会や新しい松江市役所検討市民会議などの意
見を参考に、本年２月の基本計画策定に続き９月に基本計画を
策定しました。今後は、基本設計・実施設計を経て、平成３２年
度からの新庁舎建設工事に進んでいくことになります。
　家庭でいえば一大事の母屋の改築。便利で使いやすい建物
にしなければなりません。今まで出された意見や提言のいくつ
かは、設計段階で検討を行うものもありますので、引き続いて
チェックをしていきたいと思います。

後 援 会 だ よ り O c t o b e r

　松江市議会では「山陰新幹線・中国横断新幹
線（伯備新幹線）整備促進松江市議会議員連
盟」を昨年１１月に有志で結成して、研修会や署
名活動などに取り組んでいます。
　山陰新幹線と中国横断新幹線は、昭和４８年
に閣議決定され、基本設計路線になりましたが、
その後４０年にわたって進展をみていません。
　国では幹線鉄道ネットワーク等のあり方に関
する調査が行われています。この結果を踏まえ
た整備計画路線への格上げが、両新幹線にとっ
て事実上唯一の機会だといわれています。
　そのため、両新幹線の整備計画路線への格
上げを求める運動を大きなうねりとする必要が
あります。圏域市長会でも中国横断新幹線（伯
備新幹線）推進に向けた取り組みを進めること
になりました。
　地方の衰退を是正して沿線の発展に大きく寄
与し、大規模災害時の代替機能の確保につなが
る整備計画路線への最終のチャンスは逃すべき
ではありません。野々内も、議連の幹事長として
活動に取り組んでいきます。

どを計上しました。

東出雲グローカル･デザインベース講座

最 近 の 活 動から

市役所の高さは「松江市景観計画」によって高さの制限があります。松
江城天守から宍道湖の湖面が見える範囲のうち、嫁が島の水際線を延
長した線を侵さないことが必要です。

ホームページ、
ブログはこちらからののうち誠 プロフィール

昭和25年生まれ(現在67歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117 Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをし
ていきましょう。この度後援会だよりvol.２９を発行いたしま
したので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ
１１月定例議会予定

28日（水）11月 本会議（会期の決定、提案説明）
3日（月）
4日（火）

12月 一般質問

5日（水）一般質問・議案質疑・委員会付託
6日（木）総務委員会・予算委員会総務分科会
7日（金）教育民生委員会・

予算委員会教育民生分科会
10日（月）経済委員会・予算委員会経済分科会

建設環境委員会現地視察
11日（火）建設環境委員会・

予算委員会建設環境分科会
14日（金）予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）
18日（火）本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会



　 　

西
日
本
豪
雨
か
ら
学
ぶ

 　

防
災
対
策
に
つ
い
て

①
災
害
時
の
情
報
伝
達
と
防
災

訓
練
の
計
画
・
実
態
に
つ
い
て

松
浦
市
長  

災
害
時
の
情
報
伝
達
は
、自

主
防
災
組
織
な
ど
で
の
人
と
の
つ
な
が
り

を
平
時
か
ら
構
築
し
て
お
く
こ
と
、ラ
ジ

オ
の
活
用
も
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。防
災
訓
練
は
、２９
年
度
に
は
自

主
防
災
組
織
の
４
割
が
訓
練
実
施
。最

近
は
、避
難
所
運
営
４
日
目
を
想
定
し
た

実
効
性
の
あ
る
訓
練
、避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
訓
練
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

②
飲
料
水
と
ゴ
ミ
処
理
対
策
に
つ
い
て

松
浦
市
長  

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
際
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
お
り
、現
時
点
で
お
お

む
ね
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
、策
定
後
、皆

様
方
への
説
明
を
し
ま
す
。

川
原
上
下
水
道
局
長　

災
害
時
の
飲
料

水
供
給
に
つ
い
て
、平
成
３４
年
度
ま
で
に

市
内
各
地
域
の
拠
点
避
難
所
や
総
合
病

院
全
６
院
への
管
路
耐
震
化
を
予
定
。大

規
模
断
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、緊
急

用
地
下
貯
水
槽
、緊
急
遮
断
設
備
付
き

配
水
池
で
一
定
の
配
水
量
を
確
保
し
ま

す
。ま
た
、水
道
事
業
体
等
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
の
対
応
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

③
個
別
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
要
支
援
者
の
名
簿
作
成
）

松
浦
市
長  

個
別
計
画
の
策
定
は
、現
在

の
名
簿
の
掲
載
者
約
２
万
５
千
人
で
そ
の

う
ち
約
１
万
４
百
人
が
個
人
情
報
の
提

供
の
同
意
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

④
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
や

林
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い
て

松
浦
市
長　

急
傾
斜
地
崩
壊
の
危
険
箇

所
の
う
ち
要
対
策
箇
所
４
２
８
カ
所
で
、

現
在
ま
で
に
１
３
６
カ
所
が
県
に
よ
り
区

域
指
定
を
さ
れ
整
備
率
は
１９
％
、今
年

度
は
９
カ
所
で
事
業
実
施
中
で
す
。林
地

崩
壊
防
止
事
業
は
、平
成
２８
年
度
３
件
、

２９
年
度
は
２
件
施
工
し
、本
年
度
は
現
時

点
で
の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

幼
、小
中
学
校
の

 　
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

①
市
立
小
中
学
校
、幼
稚
園
の
教
室
、

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
平
成
３２
年
度
ま
で
に
全

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
整
備
の
計
画
で

す
が
、幼
稚
園
の
エ
ア
コ
ン
整
備
も
加

え
て
、国
の
空
調
整
備
事
業
の
予
算
拡

大
を
受
け
て
前
倒
し
整
備
を
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、導
入
経
費
が
安
価
で
修
繕

も
地
元
電
気
店
で
行
え
る
家
庭
用
エ

ア
コ
ン
で
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。ま
た
、災
害
避
難
所
と
な
る

体
育
館
に
、停
電
時
も
対
応
で
き
る
Ｇ

Ｈ
Ｐ（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
）の
設
置
の

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

清
水
教
育
長  

市
立
幼
稚
園
のエ
ア
コン

整
備
は
平
成
３１
年
度
か
ら
２
年
間
で
保

育
を
行
う
教
室
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。小
中
学
校
普
通
教
室
は
平
成
３２

年
度
中
に
完
了
を
め
ざ
し
て
エ
ア
コ
ン
整

備
を
行
う
計
画
で
す
。今
年
度
は
、対
象

校
の
実
態
調
査・実
施
設
計
を
行
い
、国
の

補
正
予
算
が
出
さ
れ
た
場
合
は
前
倒
し

対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。家
庭
用
エ
ア
コ
ン

も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。災

害
避
難
所
と
し
て
の
体
育
館
への
エ
ア
コ
ン

整
備
は
、防
災
担
当
部
局
等
と
検
討
を

行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

①
中
国
横
断
新
幹
線
の
早
期
実
現

の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
「
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
」

で
は
、中
国
横
断
新
幹
線
の
実
現
に
向

け
た
推
進
組
織
の
発
足
を
決
め
ら
れ

ま
し
た
。一
方
、松
江
市
議
会
は
、昨
年

１１
月
に
議
員
３１
名
が
加
わ
り「
山
陰
新

幹
線
・
伯
備
新
幹
線
整
備
促
進
松
江
市

議
会
議
員
連
盟
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

国
で
は「
幹
線
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
３４
年
度
以
降
、基
本
計
画
路
線
の

格
上
げ
決
定
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
好
機

に
、圏
域
の
力
を
合
わ
せ
た
強
力
な
運

動
の
展
開
が
必
要
で
す
が
、市
長
の
意

気
込
み
を
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長　

  

現
在
の
基
本

計
画
路
線
を

整
備
計
画
路

線
に
格
上
げ

す
る
、事
実
上

唯
一の
機
会
で

あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。し

た
が
っ
て
、国
に
対
し
て
、２
路
線
の
整

備
計
画
路
線
へ
の
格
上
げ
を
、地
元
負

担
の
あ
り
方
の
見
直
し
、並
行
在
来
線

を
経
営
分
離
し
な
い
た
め
の
措
置
、新

幹
線
の
総
予
算
枠
の
拡
大
と
共
に
求

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、国
の
要
望
に
は
、島
根
、鳥
取
、岡

山
県
の
連
携
を
強
く
働
き
か
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 　

支
所
の
活
用
に
よ
る

 　

地
域
振
興
に
つ
い
て

①
支
所
の
活
用
に
よ
っ
た
市
民

と
行
政
の
連
携
に
よ
る
、地
域
振

興
・
産
業
振
興
に
つ
い
て

　

合
併
し
た
旧
町
村
の
地
域
振
興
に

「
支
所
の
活
用
」の
提
案
で
す
。日
々
住

民
と
語
り
、明
日
の
ま
ち
づ
く
り
が
展

望
で
き
る
職
員
が
支
所
に
い
て
、そ
の
こ

と
が
松
江
市
の
事
業
や
予
算
に
反
映
さ

れ
る
、地
域
の
住
民
と
行
政
が
共
に
取

り
組
め
る
地
域
振
興
、産
業
振
興
の
実

現
を
目
指
し
て
、お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長  

旧
町
村
の
地
域
振
興
は
、

地
域
版
の
総
合
戦
略
策
定
の
中
で
検

討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。一
方
で
、地
域
協
議
会
で
の「
ま

ち
づ
く
り
指
針
」
策
定
は
、公
民
館

の
運
営
協
議
会
が
受
け
継
い
で
地
域

振
興
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
も
の
で

し
た
。
市
職

員
等
々
を
活

用
し
て
、
公

民
館
を
中
心

に
し
て
地
域

振
興
を
考
え

て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
減
反
廃
止
１
年
目
の
現
状
、対

策
に
つ
い
て

②
土
地
改
良
事
業
の
展
開
状
況
と
農

用
機
材
の
た
め
の
市
道
拡
幅
に
つ
い
て

松
浦
市
長  

消
費
者
が
求
め
て
い
る
品
種

の
数
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
も
あ

り
、引
き
続
き
生
産
数
量
の
目
安
を
提
示

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。土
地
改
良
事
業

の
展
開
状
況
は
、農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
農
地
整
備
事
業
は
１
地
区
が
採
択
を
さ

れ
、３
地
区
か
ら
要
望
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、農
地

中
間
管
理
機

構
の
関
連
農

地
整
備
事
業

な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組

み
、効
率
的
な

農
業
経
営
を

推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

市
道
の
拡
幅
に
よ
る
農
業
支
援
は
、必

要
性
も
あ
わ
せ
て
、事
業
者
や
地
域
の
皆

様
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

 　
「
出
雲
そ
ば
発
祥
の
地
松
江
」   

　

 

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つい
て

　

歴
史
的
に
裏
づ
け
を
取
り
、名
実
共

に「
出
雲
そ
ば
発
祥
の
地
の
出
雲
そ
ば

」と
し
て
情
報
発
信
を
す
べ
き
で
す
。

伝
統
メ
ニ
ュ
ー
の
割
子
と
釜
揚
げ
の
お

店
に
対
し
認
定
証
を
交
付
す
る
な

ど
、松
江
の
出
雲
そ
ば
の
定
義
の
確
立

を
図
る
べ
き
で
す
。

　

事
業
承
継
や
技
術
の
継
承
を
進
め

る
こ
と
が
松
江
の
出
雲
そ
ば
を
守
り

育
て
る
こ
と
で
あ
り
、行
政
や
関
係

団
体
が
加
わ
っ
た
市
全
体
の
出
雲
そ

ば
振
興
組
織
が
必
要
で
す
。

　

長
野
県
松
本
市
の
信
州
そ
ば
と「
親

子
縁
組
」等
の
締
結
で
交
流
と
連
携

が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
市
長 

 

本
地
方
の
独
特
な
食
べ
方

で
あ
る
割
子
そ
ば
と
釜
揚
げ
そ
ば
を
発

信
し
て
、出
雲
そ
ば
の
魅
力
を
高
め
て
消

費
拡
大
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、出
雲
そ
ば
の
体
制
で
は
、伝

統
を
守
る
た
め
関
連
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。          

　

そ
ば
を
テ
ー 

マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
々

の
開
催
に
向

け
て
松
本
市

に
も
働
き
か

け
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

一
般
質
問

Q

Q

Q

Q

QQ

　

９
月
１０
日
、野
々
内
は
、所
属
会
派
・

松
政
ク
ラ
ブ
の
会
派
代
表
質
問
と
し

て
、連
続
２８
回
目
の一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

質
問
は
、質
問
を
一
括
で
行
い
答
弁

も
一
括
で
行
う
一
括
方
式
で
行
い
ま
し

た
。本
紙
上
で
は
読
み
や
す
く
す
る
た

め
、一
問
一
答
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

9月３０日の台風24号の大雨時の意宇川

山陰にも新幹線の早期実現を

松江市役所 東出雲支所

コンバインでの稲の刈り取り作業

出雲そば「割子」
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